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平成平成平成平成１９１９１９１９年度年度年度年度（（（（４４４４月月月月～～～～３３３３月月月月）））） 消費生活相談受付状況消費生活相談受付状況消費生活相談受付状況消費生活相談受付状況

徳島県消費者情報センター

３３３３月月月月のののの相談相談相談相談

・時期的な要素もあり、賃貸住宅の退去に関する相談が１４件と月別順位の第４位に入り

ました。

・前月多発した架空請求の相談は、対前月比３５％に激減しました。

、 。・多重債務の相談は３５件 来所した相談者を法律専門家につないだ案件は１２件でした

１１１１ 相談件数相談件数相談件数相談件数

平成１９年度４月から３月までに受けた相談件数は５，５００件（対前年同期比７６．５

％）で前年同期に比べると１，６９４件減少しました。これは、何の料金請求か不明である

、 「 」 。が 連絡を求める手口のハガキや封書等の 架空請求 の相談件数が減少しているためです

相談内容をみると「苦情相談」が４，８２９件（対前年同期比７５．６％ 「問合せ」）、

が６６５件（対前年同期比８３．２％ 「要望」が６件となり、苦情相談が８７．８％を）、

占めています。

（件）

年度 苦 情 問合せ 要 望 合 計

１９ ４，８２９ ６６５ ６ ５，５００
８７ ８％ １２ １％ ０ １％ （１００％）（ ． ） （ ． ） （ ． ）

１８ ６，３９１ ７９９ ４ ７，１９４
８８ ８％ １１ １％ ０ １％ （１００％）（ ． ） （ ． ） （ ． ）

対前年同期比(%) ７５．６ ８３．２ １５０．０ ７６．５

＜相談方法＞

相談受理方法は、来訪５７７件、電話４，８６８件、文書５５件で、電話での相談が

８８．５％を占めています。文書相談のうち５２件がメールによる相談となっています。電

話相談のうち３件は、南部・西部総合県民局のテレビ電話相談を使った相談です。

また、社団法人徳島県建築士会との連携による安心リフォーム相談は６４件となっていま

す。

＜解決・処理状況＞

これらの相談へは消費生活相談員が対応しましたが、その処理結果の内訳は、消費者への

助言（自主交渉）４，４２０件、あっせんによる解決２１２件、その他情報提供（助言及び

情報提供）５７９件、他機関紹介（情報提供）６７件、あっせん不調・処理不能・処理不要

２２０件、継続中２件となっています。なお、これらの処理のうち、訴訟等の法的処理の検

討を要する相談については弁護士による法律相談を月１回計４３件実施しています。

また、事業者の訪問が１３９件あり、適切な取引行為についての説明等を行っています。
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２２２２ 年度別相談件数年度別相談件数年度別相談件数年度別相談件数

近年、増加し続けていた相談件数は、平成１７年度から減少に転じております。その主な

要因として 「架空請求 「インターネット・携帯電話の不当請求」の相談件数の減少があ、 」

げられますが、架空請求等を除いた様々な契約等に関するトラブルの相談件数は、依然高く

推移しています。

（件）

年 度 １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

苦 情 3,581 4,140 7,476 11,420 6,702 6,391 4,829

問 合 せ 506 609 542 705 654 799 665

要 望 3 4 6

計 4,087 4,749 8,018 12,125 7,359 7,194 5,500

76.5対前年度比（％） 120.3 116.2 168.8 151.2 60.7 97.8

３３３３ 商品商品商品商品・・・・役務別相談件数役務別相談件数役務別相談件数役務別相談件数

は、商品やサービスが何なのか消費者にとって不明なもの等の分類で１１１１位位位位のののの「「「「商品一般商品一般商品一般商品一般」」」」

あり、何の料金請求か不明であるが、連絡を求める手口のハガキや封書やメール等の「架空

請求」がここに集計されています。

は 「借金の整理をしたいので相談先を知りたい」とい２２２２位位位位のののの「「「「フリーローンフリーローンフリーローンフリーローン・・・・サラサラサラサラ金金金金」」」」 、

う多重債務の整理に関する相談や「融資を申し込んだところ、保証金を請求された」という

融資保証金詐欺などの相談です。

３３３３位位位位のののの「「「「電話情報電話情報電話情報電話情報サービスサービスサービスサービス」」」」 ４４４４位位位位のののの「「「「オンオンオンオンは、固定電話や携帯電話を使ったトラブルで、

は、パソコン通信を使ったトラブルで 「有料サイトの利用料が未納ラインラインラインライン情報情報情報情報サービスサービスサービスサービス」」」」 、

である」というインターネットによる不当な請求などの相談です。

順位 品 目 件数 順位 品 目 件数

１ 商品一般 825 ６ 賃貸アパート・借家 124

２ フリーローン・サラ金 645 ７ 生命保険 109

３ 電話情報サービス 530 ８ 健康食品 89

４ オンライン情報サービス 286 ９ 外国語・会話教室 69

５ 工事、建築 142 １０ 自動車 69

には、リフォーム工事、屋根補修工事、外壁の塗装工事等があり５５５５位位位位のののの 「「「「工事工事工事工事、、、、建築建築建築建築」」」」

「工事が雑だ 「高額である 「解約料が高額だ」などの相談があります。」、 」、

は、退去時の原状回復義務などの相談です。６６６６位位位位のののの「「「「賃貸賃貸賃貸賃貸アパートアパートアパートアパート、、、、借家借家借家借家」」」」

は、保険金の給付に関する相談があります。７７７７位位位位のののの「「「「生命保険生命保険生命保険生命保険」」」」

、 。８８８８位位位位のののの 健康食品健康食品健康食品健康食品「 」「 」「 」「 」は 電話勧誘販売や訪問販売やマルチ商法についての相談があります

経営破綻した英会話教室について「中途解約したが返金９９９９位位位位のののの「「「「外国語外国語外国語外国語・・・・会話教室会話教室会話教室会話教室」」」」はははは、、、、

されない 「クレジットの支払いはどうしたらよいか」といった相談があります。」

は、中古車の修復歴や装備品についての説明不足や不具合などについ１０１０１０１０位位位位のののの「「「「自動車自動車自動車自動車」」」」

ての相談があります。
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４４４４ 年代別相談件数年代別相談件数年代別相談件数年代別相談件数 （（（（契約当事者契約当事者契約当事者契約当事者））））

は相談の約７割が携帯電話やパソコンを使った「電話情報・オンライン情報サ２０２０２０２０歳未満歳未満歳未満歳未満

ービス（ 有料サイトの利用料が未納である」というインターネットの不当請求 」になっ「 ）

ています。

までは「電話情報サービス 「オンライン情報サービス 、２０２０２０２０歳未満歳未満歳未満歳未満からからからから５０５０５０５０歳代歳代歳代歳代 」、 」

は「フリーローン・サラ金 「商品一般（主に何の料金請求２０２０２０２０歳代歳代歳代歳代からからからから７０７０７０７０歳代以上歳代以上歳代以上歳代以上 」、

か不明な架空請求 」が上位となっています。）

は、訪問販売による「工事・建築」が上位となっています。５０５０５０５０歳代歳代歳代歳代からからからから７０７０７０７０歳以上歳以上歳以上歳以上

は 「生命保険」が上位となっています。６０６０６０６０歳代歳代歳代歳代 、

は、訪問販売（ＳＦ商法含む 、電話勧誘販売などによる「健康食品 「工事７０７０７０７０歳以上歳以上歳以上歳以上 ） 」、

・建築 「電気治療器具 、や「フリーローン・サラ金」が上位となっています。」、 」

順位 ２０歳未満 件数 ２０歳代 件数 ３０歳代 件数

１ 電話情報サービス 89 電話情報サービス 143 商品一般 160

２ 47 86 150オンライン情報サービス フリーローン･サラ金 フリーローン･サラ金

３ 商品一般 5 52 電話情報サービス 148オンライン情報サービス

４ 5 商品一般 48 70賃貸アパート・借家 オンライン情報サービス

外国語・会話教室 30 複合サービス会員 37賃貸アパート・借家

５ 3
四輪自動車

順位 ４０歳代 件数 ５０歳代 件数 ６０歳代 件数

１ 商品一般 247 商品一般 228 67フリーローン･サラ金

２ 134 120 商品一般 55フリーローン･サラ金 フリーローン･サラ金

３ 電話情報サービス 81 電話情報サービス 39 生命保険 22

４ 57 31 工事・建築 21オンライン情報サービス オンライン情報サービス

外国語会話教室 工事・建築 23 電話情報サービス 14
５ 25

補習用教材

順位 ７０歳以上 件数

１ 商品一般 48

２ 健康食品 34

３ 工事・建築 31

４ 25フリーローン･サラ金

５ 電気治療器具 24
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５５５５ 契約当事者年齢別件数契約当事者年齢別件数契約当事者年齢別件数契約当事者年齢別件数

高齢者や若者が当事者となるケースでは、悪質な業者が判断能力不十分であることを狙っ

て、高額な商品の購入を執拗に迫ったり、契約させる手口があります。

（件）

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 不明 合計年度

257 979 1 ,368 1 ,236 1 ,190 971 910 448 7 ,359１ ７

18 212 869 1 ,198 1 ,076 1 ,269 843 999 728 7 ,194

19 193 684 985 950 897 496 579 716 5 ,500

対前年
91 .0 78 .7 82.2 88 .3 70 .7 58 .8 58.0 98 .4 76.5同期比

（ ）％

６６６６ 販売購入形態別件数販売購入形態別件数販売購入形態別件数販売購入形態別件数

には、インターネット・携帯電話による不当な請求、インターネットショッピン通信販売通信販売通信販売通信販売

グ、ヤミ金融による苦情等が含まれています。

には不意に家に来られて健康食品や布団などの契約をしてしまったが、よく考え訪問販売訪問販売訪問販売訪問販売

ると解約したいという相談やＳＦ商法、アポイントメント商法などが含まれています。

には、高齢者が電話口に出て、執拗な勧誘に押し切られて返事をしてしまい電話勧誘販売電話勧誘販売電話勧誘販売電話勧誘販売

契約してしまったがやはり解約したいといった相談があります。

には何の料金請求か不明な架空請求が含まれています。不明不明不明不明・・・・無関係無関係無関係無関係

（件）

年度 １９ １８
対前年同期比

販売購入形態

訪問販売 ５１４ ７１１ ７２．３％

通信販売 １，２６５ １，２８９ ９８．１％

マルチ商法 １８６ １５９ １１７．０％

電話勧誘販売 ２９５ ４０５ ７２．８％

送りつけ商法 １５ １８ ８３．３％

その他無店舗販売 ６１ ５２ １１７．３％

店舗購入 １，０９９ １，２３９ ８８．７％

不明・無関係 ２，０６５ ３，３２１ ６２．２％

総 合 計 ５，５００ ７，１９４ ７６．５％
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７７７７ さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな問題商法問題商法問題商法問題商法

とは無料サービスで人を引きつけて別の契約をさせる手口です。無料商法無料商法無料商法無料商法

は仕事を紹介するからといって、保証金を請求したり、仕事に必要だとパソコン内職商法内職商法内職商法内職商法

等の商品を購入させる手口です。

については、健康食品や通信機器を契約し、会員登録したものの商品が高額なマルチマルチマルチマルチ商法商法商法商法

ことや組織に疑問を持ったので解約したい、という相談や、高配当をうたっていたが、配当

金も支払われず、出資金も返還されないという相談があります。また２０歳代の若者が仕組

みをよく理解せずに被害にあっています。

は、過去に講座を受けた人に新たな勧誘をしたり、登録抹消代等を請求する手口資格商法資格商法資格商法資格商法

（二次被害）などの相談が多くありました。

は、若者に多い相談で、電話やメールで喫茶店や展示会等に呼び出アポイントメントアポイントメントアポイントメントアポイントメント商法商法商法商法

され、商品やサービスを契約させる商法です。今年度は、以前にアポイントメント商法で契

約した複合サービス会員の会費が未納であると請求する手口（二次被害）が多くあります。

（件）

年度 １９ １８ 年度 １９ １８

商法 商法

１ 無料商法 ２８９ ２２１ ６ 利殖商法 ４０ ２８

２ 内職商法 １９９ １９７ ７ 当選商法 ３６ ６３

３ マルチ商法 １８６ １５９ ８ ＳＦ商法 ２１ ５５

４ 資格商法 ６１ ７７ ９ 開運商法 ２１ ２５

５ ｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ商法 ６０ ７５ 10 点検商法 １８ ２４

８８８８ 危害危害危害危害・・・・危険相談件数危険相談件数危険相談件数危険相談件数

とは、商品・サービス・設備に関連し、身体にけが、病気等の疾病（危害）を受けた危害危害危害危害
という相談です。 とは、危害を受けたわけではないが、そのおそれがある相談です。相危険危険危険危険
談者が「危険である」と申し出ている相談がここに含まれます。

品 目 食料 住居 被服 その 合 計保健衛生品 教養娯楽品 車両・乗り物 土地・建物・ エステサー
品 品 品 他設備 ビス

危害件数 １０ ２ １ １４ ５ １ ４ ６ ４ ４７

危険件数 ５ １２ ０ ０ ２ １ １ ２１

合 計 １５ １４ １ １４ ７ ２ ５ ６ ４ ６８

危害相談では「化粧品での肌の異常 「食料品への異物混入」等により、身体に危害を受」
けたという相談がありました。
危険相談では「電気製品の発火 「食料品への異物混入」等により、危険を感じたという」

相談がありました。



- 6 -

９９９９ 多重債務相談多重債務相談多重債務相談多重債務相談

多重債務相談の件数は、平成１８年度までは増加していましたが、平成１８年１２月に新
貸金業法が公布されたことによって、今年度は減少傾向となっていますが、総相談件数に占

める割合は増加しています。
平成１９年１１月１５日から多重債務相談窓口を強化しました。債務状況を詳しく聞き、

相談内容に応じたアドバイスを行っています。そして、法律専門家に予約を入れ確実に引き
継ぐことで多重債務を解決に導きます。
多重債務相談窓口強化後、相談カードを作成し法律専門家に９０件つなぎました。

年 度 総相談件数 多重債務 総相談件数に 対前年度比
相談件数 占める割合

１３ ４，０８７ １３３ ３．３％ １５１．１％

１４ ４，７４９ ２７０ ５．７％ ２０３．０％

１５ ８，０１８ ２６２ ３．３％ ９７．０％

１６ １２，１２５ ２９６ ２．４％ １１３．０％

１７ ７，３５９ ３０８ ４．２％ １０４．１％

１８ ７，１９４ ３８６ ５．４％ １２５．３％

１９ ５，５００ ３７５ ６．８％ ９７．２％

10101010 ヤミヤミヤミヤミ金融金融金融金融

折り込み広告やダイレクトメールにある貸金業者を調べると、登録番号や名称を詐称した
。 、 、ヤミ金融であるなど手口が巧妙化しています ヤミ金融に連絡をしたり 金銭を受けとると

執拗な取り立てなどの被害に遭います。ヤミ金融は犯罪であることなど注意点をアドバイス
し、県警察総合相談センターに相談することを勧めています。

年 度 総相談件数 ヤミ金融 総相談件数に 対前年度比
相談件数 占める割合

１５ ８，０１８ ３５８ ４．５％

１６ １２，１２５ ３０７ ２．５％ ８５．８％

１７ ７，３５９ ２６９ ３．７％ ８７．６％

１８ ７，１９４ １８１ ２．５％ ６７．３％

１９ ５，５００ １５３ ２．８％ ８４．５％

◎融資保証金詐欺
融資を申し込むと先に保証金等という名目で金銭を要求される手口です。振り込み後、

連絡が取れなくなったり、次々と請求されることになります。
この相談の場合にも、県警察総合相談センターに相談することを勧めています。

年 度 融資保証金詐欺相談件数 対前年度比

１７ ７７

１８ ５０ ６４．９％

１９ ３３ ６６．０％
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11111111 架空請求架空請求架空請求架空請求

何の料金請求か不明であるにもかかわらず連絡を求める手口でハガキや封書等で届く架空請
求の件数は、８７２件（対前年同期比４８．９％）と前年同期に比べると９１３件減少しまし
た。
架空請求は、平成１５年度から激増していましたが、携帯電話不正利用防止法の施行、県警

をはじめ全国で検挙が相次いだことや県の街頭啓発キャンペーン等の消費者啓発によって１７
年度から減少傾向にありますが、相変わらず、相談件数の上位を占めています。
最近は、普通はがきの他、弁護士と通信販売業者の連名で商品代金が未納といって請求する

文書が封書で届く手口やショートメッセージが携帯電話に届く手口など、次々と手口を変えて
いるため、引き続き注意喚起が必要です。

年 度 総相談件数 架空請求 総相談件数に 対前年度比
相談件数 占める割合

１４ ４，７４９ ７３２ １５．４％

１５ ８，０１８ ３，８２３ ４７．７％ ５２２．３％

１６ １２，１２５ ５，４８１ ４５．２％ １４３．４％

１７ ７，３５９ １，８４７ ２５．１％ ３３．７％

１８ ７，１９４ １，７８５ ２４．８％ ９６．６％

１９ ５，５００ ８７２ １５．９％ ４８．９％
（対前年同期比）

３月に架空請求に関する相談が多かった業者名
・トウキョウカンザイセンター（ハガキ）
・ミンジソショウツウタツカンリジムキョク（ハガキ）
・ゼンコクショウヒセイカツホゼンキョウカイ（ハガキ）

12121212 インターネットインターネットインターネットインターネット・・・・携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話のののの不当請求不当請求不当請求不当請求

携帯電話やパソコンのメールを利用していてうっかり返信やクリックしただけで 「入会、
ありがとうございます。入会金○○円 「有料サイトの利用料が未納である」という不当な」
請求がくる手口です。

、 。迷惑メールを規制する法律等が施行されたことにより 平成１７年度から減少しています

年 度 １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

件 数 257 433 2,316 2,756 977 728 621

総相談件数 4,087 4,749 8,018 12,125 7,359 7,194 5,500

347.3 168.5 534.9 119.0 35.4 74.5 85.3対前年度比（％）
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13131313 市町村別相談件数市町村別相談件数市町村別相談件数市町村別相談件数

市町村名 件 数 市町村名 件 数 市町村名 件 数

徳島市 ２，１０５ 上勝町 ５ 北島町 １８１

鳴門市 ２６７ 佐那河内村 ７ 藍住町 ２５１

小松島市 ２６２ 石井町 ２０１ 板野町 ８７

阿南市 ４４８ 神山町 ２５ 上板町 ８８

吉野川市 ３３４ 那賀町 ５６ つるぎ町 ４２

阿波市 ２３６ 美波町 ４７ 東みよし町 ６８

美馬市 １５０ 牟岐町 ２４ 県外・不明 ２８１

三好市 １２４ 海陽町 ４８

勝浦町 ４６ 松茂町 １１７


